
以
後
、
二
〇
〇
三
年
度

に
は
、
各
学
年
で
Ｉ
Ｓ
を

経
験
す
る
「
オ
ン
／
オ
フ
・

キ
ャ
ン
パ
ス
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ン
（
Ｏ
／
Ｏ
Ｃ
Ｆ
）
」
、
二

〇
〇
四
年
度
に
は
、
各
企

業
が
独
自
に
行
う
Ｉ
Ｓ
や

各
都
道
府
県
の
経
営
者
協

会
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
す

る
Ｉ
Ｓ
を
利
用
す
る

「
Ｉ
Ｓ
５
」、
二
〇
〇
五
年

度
に
は
京
都
・
地
域
と
の

連
携
・
協
働
を
体
験
す
る

地
域
コ
ー
オ
プ
「
Ｉ
Ｓ
６
」

を
科
目
設
置
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
本
学
独
自

の
Ｉ
Ｓ
制
度
の
手
始
め
と

な
っ
た
「
Ｉ
Ｓ
３
（
国
内
）」

が
導
入
後
五
年
を
経
過
し
、

節
目
に
な
る
の
で
、
事
例

と
し
て
と
り
あ
げ
、
今
後
の
方
向
性
を
探
る
た
め
の
手
懸
り
に
し
た
い
。

一
Ｉ
Ｓ
協
力
企
業
・
団
体
の
開
拓
に
つ
い
て

（
一
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

Ｉ
Ｓ
生
受
入
協
力
先
企
業
・
団
体
の
開
拓
に
つ
い
て
は
、
進
路
セ

ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
発
送
の
求
人
票
（
約

七
〇
〇
〇
件
）
に
「
Ｉ
Ｓ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
同
封
し
、
調
査
を
実

施
し
た
。

二
〇
〇
二
年
一
一
月
に
は
、
本
学
の
卒
業
生
が
在
籍
す
る
二
部
上

場
企
業
を
対
象
に
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
に
は
、
同
年
一
〇
月
現
在

で
学
生
が
内
定
届
け
を
出
し
た
企
業
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。
現
在
は
、
求
人
開
拓
時
・
大
学
来
訪
時
並
び
に
本
学
主
催

の
「
企
業
と
大
学
の
集
い
」
開
催
時
に
、

�受
け
入
れ
て
も
良
い

�

又
は

�詳
し
い
説
明
が
聞
き
た
い

�と
の
回
答
が
あ
っ
た
企
業
に
は
、

一
二
月
か
ら
翌
年
の
二
月
頃
ま
で
に
訪
問
し
て
直
接
協
力
依
頼
を
行
っ

て
い
る
。

な
お
、
本
学
独
自
の
特
色
を
出
す
た
め
に
、
二
〇
〇
二
年
度
に
は
、

石
川
県
庁
と
石
川
県
経
営
者
協
会
の
協
力
を
得
て
「
ふ
る
さ
と
Ｉ
Ｓ
」

を
実
施
し
た
。
二
〇
〇
三
年
度
に
は
、
岡
山
県
経
営
者
協
会
の
協
力

の
も
と
、
岡
山
県
に
も
こ
れ
を
拡
大
し
た
。
た
だ
、
こ
の
「
ふ
る
さ
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2006年度インターンシップ各科目の受講生数等

科 目 名 担当教員配当年次開講年度履修者数 協力企業数

インターンシップ１

（大学コンソーシアム京都・ビジネスコース）
1名 2・3 1999 16名 16

インターンシップ２

（大学コンソーシアム京都・パブリックコース）
1名 2�4 1999 8名 8

インターンシップ３（国内） 7名 3 2002 174名 95

インターンシップ４（海外） 1名 2・3 2002 16名 16

インターンシップ５（自己開発型） 1名 2・3 2004 17名 15

インターンシップ６（地域コーオプ） 1名 2 2005 38名 23

合 計 12名 269名 173

オン/オフ キャンパス･フュージョン 18名 1�4 2003 301名 数多

は
じ
め
に
導
入
の
経
緯

本
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
以
降
「
Ｉ
Ｓ
」
と
す
る
）は
、
一
九

九
九
年
度
に
京
滋
地
区
五
〇
大
学
・
短
期
大
学
で
組
織
す
る
「
財
団

法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
」
Ｉ
Ｓ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
「
ビ

ジ
ネ
ス
・
行
政
コ
ー
ス
」
を
「
Ｉ
Ｓ
１
」
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ー
ス
」
を

「
Ｉ
Ｓ
２
」
と
し
て
、
全
学
共
通
科
目
に
位
置
づ
け
て
両
コ
ー
ス
合

わ
せ
て
四
三
名
の
Ｉ
Ｓ
生
を
派
遣
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
加
盟
す
る
大
学
で
の
Ｉ
Ｓ
希
望
者
生
の

拡
が
り
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
度
三
九
名
、
二
〇
〇
一
年
度
三
六
名
と

本
学
学
生
の
希
望
者
の
割
に
は
参
加
者
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
、
教
務
部
の
中
で
、
産
学
連
携
教
育
の
一

環
と
し
て
、
本
学
独
自
の
Ｉ
Ｓ
導
入
の
検
討
を
開
始
し
た
。
一
〇
月

か
ら
本

格
的
に

計
画
を
進
め
、
教
育
Ｉ
Ｓ
（
「

気
づ
き
」
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
：
「
大
学
教
育
の
重
要
性
を
学
生
に
再
確
認
さ
せ
、
根
幹

的
な
実
力
を
養
成
す
る
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
）
と
し
て
事
前
・
事
後
授

業
を
も
重
視
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
図
り
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
本

学
独
自
の
国
内
Ｉ
Ｓ
と
し
て
「
Ｉ
Ｓ
３
」
を
、

海
外
Ｉ
Ｓ
と
し
て

「
Ｉ
Ｓ
４
」
を
科
目
設
置
し
た
。
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●
事
例
紹
介

●

京
都
産
業
大
学
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
事
例

～
社
会
に
つ
な
が
る
教
育
を
目
指
し
て
～

中
川
正
明

（
京
都
産
業
大
学
キ
ャ
リ
ア
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
）



に
Ｉ
Ｓ
を
行
っ
た
学
生
の
体
験
談
で
構
成
し
て
い
る
。

な
お
、
受
講
生
募
集
の
最
大
の
媒
体
は
、
新
入
生
向
け
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
及
び
在
学
生
（
二
・
三
年
次
生
）
ガ
イ
ダ
ン
ス
時
に
配

布
す
る
チ
ラ
シ
で
あ
る
。

（
二
）
受
講
生
募
集
・
応
募
説
明
会

募
集
説
明
会
と
応
募
説
明
会
の
二
本
立
て
で
行
っ
て
い
る
。

①
募
集
説
明
会
の
内
容

：

Ｉ
Ｓ
生
受
入
協
力
企
業
・
団
体
を
ま
と
め

た

�ガ
イ
ド

�を
作
成
し
、
交
渉
を
行
っ
た
担
当
者
が
掲
載
順
に

説
明
す
る
。
一
社
（
団
体
）
あ
た
り
一
～
二
分
と
短
い
が
、
特
徴
・

内
容
を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
率
向
上
に
役
立
っ

て
い
る
。

②
応
募
説
明
会
の
内
容

：

Ｉ
Ｓ
の
応
募
資
格
・
日
程
・
諸
注
意
事
項

を
伝
え
て
い
る
。
応
募
書
類
は
こ
の
日
に
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
Ｉ
Ｓ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｓ
１
・

２
）
に
つ
い
て
も
応
募
書
類
を
配
布
し
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

（
三
）
選
考
と
マ
ッ
チ
ン
グ

応
募
者
の
選
考
評
価
は
、
面
接
と
応
募
書
類
の
内
容
を
点
数
化
し

た
も
の
及
び
学
業
成
績
の
三
要
素
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
面
接
は
、

担
当
ス
タ
ッ
フ
が
申
込
書
を
学
生
か
ら
受
付
け
る
際
に
二
～
三
分
程

度
で
行
い
、
書
類
審
査
は
授
業
担
当
教
員
が
分
担
し
て
行
っ
て
い
る
。

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
追
加
募
集
を
含
め
て
二
回
行
っ
て
い
る
。

学
生
が
希
望
す
る
企
業
・
団
体
毎
に
選
考
の
評
価
点
数
の
高
い
順
に

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い
る
。
学
生
の
希
望
は
第
二
希
望
ま
で
と
し
て
、

選
考
に
漏
れ
た
学
生
に
対
し
て
、
募
集
数
に
満
た
な
い
受
入
先
を
対

象
に
追
加
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
応
募
受
付
前
に
マ
ッ
チ
ン

グ
相
談
会
を
開
き
、
い
ず
れ
に
申
し
込
む
か
迷
っ
て
い
る
学
生
と
面

談
を
行
い
、
マ
ッ
チ
ン
グ
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

三
授
業
に
つ
い
て

Ｉ
Ｓ
実
習
以
前
に
行
う
授
業
を
「
プ
レ
・
Ｉ
Ｓ
授
業
」
、
以
後
に

行
う
授
業
を
「
ア
フ
タ
ー
・
Ｉ
Ｓ
授
業
」
と
名
づ
け
て
授
業
を
実
施

し
て
い
る
。

（
一
）
ク
ラ
ス
編
成

受
講
許
可
を
受
け
た
学
生
の
Ｉ
Ｓ
先
を
、
大
ま
か
に
製
造
業
、
卸
・

小
売
業
、
金
融
・
運
輸
業
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
業
に
分
け
て
、
ク
ラ
ス

を
編
成
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
は
、
京
都
市
教
育
委
員
会

の
協
力
の
も
と
、
教
職
課
程
履
修
生
を
対
象
と
し
た
「
学
校
Ｉ
Ｓ
」

ク
ラ
ス
を
新
た
に
設
け
た
。
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と
Ｉ
Ｓ
」
は
、
全
国
都
道
府
県
経
営
者
協
会
が
厚
生
労
働
省
の
委
託

の
も
と
に
進
め
る
ハ
イ
パ
ー
・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
ネ
ッ
ト
上
で
の
Ｉ
Ｓ
斡
旋
が
本
格
的
に
稼
動
し
た
二
〇
〇
四
年
度

か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
上
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
企
業
確
保
が
困
難
と
な

り
、
事
実
上
「
ふ
る
さ
と
」
と
銘
打
つ
組
織
立
っ
た
Ｉ
Ｓ
は
継
続
が

困
難
に
な
っ
た
。

（
二
）
Ｉ
Ｓ
協
力
企
業
・
団
体
の
状
況

社
会
人
へ
の
意
識
が
ま
だ
低
い
、
三
年
次
生
の
春
に
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
た
め
、
学
生
の
認
知
度
が
低
い
業
界
の
場
合
は
著
名
企
業
で

あ
っ
て
も
、
学
生
が
Ｉ
Ｓ
を
す
る
こ
と
は
望
み
に
く
い
。
で
き
る
だ

け
学
生
に
馴
染
み
の
あ
る
企
業
で
Ｉ
Ｓ
が
で
き
る
の
が
理
想
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
認
知
度
の
高
い
業
界
や
企
業
で
は
、
特
別
に
Ｉ
Ｓ
を

行
わ
な
く
て
も
、
就
職
活
動
時
に
学
生
が
集
ま
る
た
め
、
概
ね
Ｉ
Ｓ

に
は
消
極
的
で
あ
る
。
ま
た
、
公
募
型
の
「
成
果
追
求
型
Ｉ
Ｓ
」
を

行
う
企
業
に
あ
っ
て
は
、
特
定
の
大
学
だ
け
と
Ｉ
Ｓ
を
行
う
約
束
は

で
き
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
役
所
も
、
特
定
の

大
学
か
ら
の
受
入
に
は
難
色
を
示
す
た
め
、
役
所
で
の
Ｉ
Ｓ
希
望
者

に
は
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ス
へ
の
出
願

を
勧
め
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
学
生
の

ニ
ー

ズ
に

合
致
し
た

Ｉ
Ｓ
協
力
企
業
・
団
体
を
確
保
す
る
に
は
困
難
な
面
は
あ
る
が
、
理

解
を
得
る
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
の
情
熱
的
な
努
力
が
成
功
の
鍵
で
、
拡

大
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
え
る
。

な
お
、

昨
今
、
「

景
気
の

好
転
・

若
年
者

人
口
の

減
少
・
〇

七
年

問
題
」
の
中
、
企
業
側
の
採
用
意
欲
に
高
ま
り
が
見
ら
れ
、
採
用
型

（
就
職
ま
で
を

視
野
に
入
れ
た
）
の
Ｉ
Ｓ
の
進

展
が

見
ら
れ
る
。

採

用
型
が
行
き
過
ぎ
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
本
質
か
ら
外
れ
る
こ
と
に

危
惧
を
抱
い
て
い
る
。

本
学
が
Ｉ
Ｓ
生
の
受
入
許
可
回
答
を
得
た
企
業
は
過
去
五
年
間
で

延
べ
四
八
六
社
に
の
ぼ
る
。
業
種
と
し
て
は
、「

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
」

が
際
立
っ
て
多
い
。
本
社
所
在
地
別
で
は
大
阪
地
区
が
多
く
（
東
京

本
社
の

場
合
で
も
受
け
入
れ
は
大

阪
）
、
資
本
金
・

従
業
員

別
で

見

る
と
約
六
〇
％
が
中
小
企
業
で
あ
る
。

二
受
講
生
募
集
と
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て

（
一
）
広
報
活
動

学
生
へ
の
情
宣
は
、
国
内
・
海
外
の
Ｉ
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
名
づ

け
て
一
一
月
か
ら
一
月
に
か
け
二
～
三
回
開
催
し
て
い
る
。
毎
回
の

参
加
学
生
数
は
七
〇
名
程
度
と
少
な
い
も
の
の
、
意
識
の
高
い
学
生

を
集
め
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
Ｉ
Ｓ
の
ヘ
ッ
ド
教
員

（
専

任
教
授
）
か
ら
の
Ｉ
Ｓ
の
意

義
に
つ
い
て
の
講

演
と
、
前
年
度
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五
実
習
期
間
中
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

学
生
が
、
Ｉ
Ｓ
実
習
を
行
う
夏
期
休
暇
期
間
中
に
は
、
大
学
の
一

斉
休
業
期
間
が
あ
り
、
担
当
者
が
不
在
時
に
緊
急
事
態
が
生
じ
た
場

合
は
、
学
生
及
び
受
入
企
業
・
団
体
か
ら
大
学
に
連
絡
が
入
る
よ
う

に
手
配
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
専
用
メ
ー
ル
に
つ
い
て
も
担
当
者
の
自
宅

へ
転
送
す
る
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

期
間
中
に
学
生
が
事
故
に
遭
っ
た
ケ
ー
ス
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に

メ
ー
カ
ー
で
実
習
し
た
際
、
実
習
三
日
目
に
単
車
で
通
勤
中
に
ト
ラ
ッ

ク
と
接
触
し
て
、
右
足
を
骨
折
し
た
ケ
ー
ス
一
件
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
危
機
管
理
と
い
う
点
で
は
、
実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

時
に
一
時
間
程
度
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
講
義

を
本
学
人
権
セ
ン
タ
ー
の
専
門
員
が
行
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
先
に
関
す

る
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
講
義
と
い
う
形
式
で
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
テ
イ
ク
オ
フ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
配
布
す
る
注
意
事
項
と

学
生
が
実
習
先
に
提
出
す
る
誓
約
書
に
盛
り
込
み
、
口
頭
説
明
も
十

分
行
っ
て
い
る
。

六
今
後
の
展
開
・
課
題
に
つ
い
て

年
を
重
ね
る
毎
に
成
熟
し
て
い
く
Ｉ
Ｓ
の
環
境
の
中
で
、
本
学
の

Ｉ
Ｓ
の
充
実
・
拡
大
を
図
る
と
す
る
な
ら
ば
、
受
入
先
へ
の
新
し
い

メ
リ
ッ
ト
を
も
十
分
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
一
つ
の
方
法
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｓ
生
を
実
際
に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ

て
い
る
現
場
の
担
当
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
受

入
条
件
で
あ
る
「
明
る
い
、
元
気
、
積
極
的
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ス
キ
ル
」
だ
け
で
な
く
、
「
何
を
大
学
で
学
ん
で
き
て
、
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ス
キ
ル
」
に
つ
い
て
、

「
ど
れ
位
の
能
力
を
持
っ
た
学
生
が
来
れ
ば
そ
の
職
場
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
か
」
を
で
き
る
だ
け
詳
細
に
聞
き
出
し
、
従
来

の
学
内
公
募
と
合
わ
せ
て
、
全
学
の
教
員
に
呼
び
か
け
て
条
件
に
合
っ

た
学
生
を
送
り
込
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
逆
に
、
教
員
・
学
生
か
ら
「
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｓ
を
さ
せ
た

い
、
し
た
い
」
と
い
う
声
を
募
り
、
企
業
に
持
ち
込
む
の
も
一
つ
の

方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
受
入
先
あ
り
き
の
Ｉ
Ｓ
環
境
で
あ
る

現
状
を
考
え
れ
ば
、
前
述
の
方
法
が
実
現
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
手
法
が
実
現
す
れ
ば
、
本
来
の
コ
ー
オ
プ
教
育
（
Ｏ
／
Ｏ
Ｃ
Ｆ
＝

学
内
の
授
業
と
Ｉ
Ｓ
を
繰
り
返
し
て
行
う
、
一
年
次
生
か
ら
四
年
次
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（
二
）
担
当
教
員

Ｉ
Ｓ
３
～
５
の
統
括
・
ヘ
ッ
ド
教
員
と
し
て
、
立
ち
上
げ
時
か
ら

参
画
し
て
い
る
担
当
教
員
（
経
済
学
部
・
教
授
）
と
各
学
部
の
教
員

六
名
（
二
〇
〇
六
年
度
）
で
構
成
し
て
い
る
。

（
三
）
授
業
回
数

二
〇
〇
三
年
度
の
終
了
時
に
、
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
時
間
を
増
や
す
よ
う
に
と
の
担
当
教
員
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
プ

レ
と
ア
フ
タ
ー
・
Ｉ
Ｓ
の
学
内
授
業
だ
け
で
一
九
コ
マ
の
授
業
時
数

を
採
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
習
（
基
本
の
二
週
間
）
を
含
め
て
科

目
の
計
算
単
位
数
が
増
え
た
た
め
、
二
単
位
科
目
か
ら
四
単
位
科
目

に
変
更
し
た
。

な
お
、
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ
っ
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
主
眼

と
し
て
い
る
。
プ
レ
・
Ｉ
Ｓ
時
に
お
い
て
は
、
各
自
が
Ｉ
Ｓ
を
行
う

業
界
研
究
を
、
ア
フ
タ
ー
・
Ｉ
Ｓ
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
実
習
で
得
た

「
生
き
た

情
報
」
と
「
気

づ
き
」
を

共
有

化
す
る
こ
と
を
目
的
に

置

い
て
い
る
。

な
お
、

総
括

会
は
、
プ
レ
と
ア
フ
タ
ー
授
業
時
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ク
ラ

ス
毎
に
話
し
合
っ
た
結
果
を
全
体
会
の
中
で
披
露
し
、
受
講
者
全
員
の

成
果
と
し
て
担
当
教
員
か
ら
講

評
を
受
け
る
形
式
で
展
開
し
て
い
る
。

四
運
営
会
議
に
つ
い
て

年
間
五
回
の
「
Ｉ
Ｓ
担
当
者
運
営
会
議
」
を
開
催
し
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
Ｉ
Ｓ
ク
ラ
ス
担
当
教
員
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

研
究

開
発
セ

ン
タ
ー
長
（
教
務
部
長
）、
事
務
担
当
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

運
営
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
開
催
年
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は

あ
る
が
、
大
ま
か
な
議
題
は
次
の
と
お
り
。
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第１回 １月後半～３月中旬＜次年度担当教員の顔合わせ＞
（１）ＩＳの年間計画について・シラバスの確認につい
て・授業日程・会議日程

（２）ＩＳ担当教員の役割について・受講生選考から
成績評価まで

（３）前年度ＩＳの結果報告・報告書の配布と解説

第２回 ４月中旬＜受講生選考＞
（１）ＩＳ募集状況報告（受入協力企業・団体、受講
生募集状況）

（２）インターシップ生の書類選考について・評価基準
の確認

第３回 ６月上旬＜プレ・ＩＳ授業について＞
（１）受講生募集結果クラス編成と担当教員
（２）プレ・ＩＳ授業の進め方・実習オリエンテーショ
ン・グループ別授業の進め方・クラス合同総括会の
進め方・テイクオフ・ミーティングの進め方

（３）評価基準についての事前確認

第４回 ９月中旬＜アフター・ＩＳ授業について＞
（１）アフター・ＩＳ授業の進め方
（２）成績評価について

第５回 11月上旬＜反省会＞
（１）ＩＳ実施結果について
（２）次年度に向けての課題解決・改善について



生
ま
で
の
一
貫
教
育
・
・
・
詳
細
は
本
誌
第
二
一
号
参
照
）
に
近
づ

け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

「
Ｉ
Ｓ
の
進
化
と
コ
ー
オ
プ
教
育
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
求
め
ら
れ
る
自

覚
」Ｉ
Ｓ
の
拡
充
を
推
し
進
め
て
い
た
二
〇
〇
二
年
、
Ｉ
Ｓ
の
持
つ
効

果
を
さ
ら
に
高
め
る
取
組
と
し
て
コ
ー
オ
プ
教
育
＝
Ｏ
／
Ｏ
Ｃ
Ｆ
が
生

ま
れ
た
。
Ｏ
／
Ｏ
Ｃ
Ｆ
の
立
ち
上
げ
に
際
し
て
は
、
大
学
教
育
と

Ｉ
Ｓ
と
を
深
く
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
。
具

体
的
に
は
、
大
学
教
育
の
本
質
・
理
念
・
目
的
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

そ
れ
に
実
践
教
育
を
兼
ね
合
わ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
そ
し
て
、
学
生

が
Ｉ
Ｓ
で
得
た
「
気
づ
き
」
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
学
習
意
欲

を
高
め
、
社
会
で
必
要
な
根
幹
的
実
力
を
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
育
成
す

る
授
業
科
目
に
仕
上
げ
た
。

と
こ
ろ
で
、
Ｉ
Ｓ
・
コ
ー
オ
プ
教
育
は
一
つ
の
教
育
戦
略
で
あ
る
。

コ
ー
オ
プ
教
育
先
進
国
に
は
、
各
国
の
事
情
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
い
え
ば
、
今
は
、
Ｉ
Ｓ
・
コ
ー
オ
プ
教
育
が
日

本
に
根
付
く
教
育
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
、

試
金
石
的
時
期
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
我
々
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
よ

う
な
張
り
詰
め
た
緊
張
感
の
中
で
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｓ
を
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
携
わ
る
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
任
務

は
、
山
積
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
特
に
、
ス
タ
ッ
フ
を
共
振
的
に
育
成
し
、
確
保
す
る

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
受
入
協
力
企
業
・

団
体
に
対
し
て
は
、
Ｉ
Ｓ
・
コ
ー
オ
プ
教
育
の
概
念
を
理
解
し
、
協

働
教
育
者
と
し
て
の
認
識
を
新
た
に
し
て
い
た
だ
く
努
力
を
惜
し
ん

で
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
学
生
が
Ｉ
Ｓ
体
験
で
得
た
気
づ
き
の
強
い
感
動
を
大
学

教
育
に
繋
ぎ
、
維
持
・
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
自
身
の
成
長
を

「
学
生
が
認
識
で
き
る
」
・
「
学
生
に
認
識
さ
せ
る
」
体
感
的
ツ
ー

ル
の
整
備
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

Ｉ
Ｓ
・
コ
ー
オ
プ
教
育
は
、
教
育
改
革
の
震
源
地
で
も
あ
り
、
大

学
の
教
育
諸
施
策
に
揺
さ
振
り
を
与
え
る
存
在
で
も
あ
る
と
確
信
し

て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
・
コ
ー
オ
プ
教
育
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
、
し
か
も
、

教
育
改
革
の
一
端
を
担
う
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
大
学
教
育
に
つ
い

て
の
幅
広
い
知
識
や
洞
察
力
・
情
熱
・
根
気
が
不
可
欠
だ
と
考
え
、

今
後
も
、
学
生
気
質
と
社
会
的
ニ
ー
ズ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
に
ら
み
な

が
ら
、
教
育
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
教
育
改
革
に
向
け
て
邁
進
す
る
所

存
で
あ
る
。
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